
豊洲市場整備の基本的な考え方 
 

（物流面） 
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基本コンセプト 

① 食の安全・安心の確保 
 

  ・ 高度な品質・衛生管理が可能となる施設整備の実施 
  ・ 卸売場や仲卸売場等の施設を「閉鎖型」とし、品質・衛生管理を強化 
 

② 効率的な物流の実現 
 

  ・ 荷や車両がスムーズに流れる市場を実現 
 

  ・ 円滑な車両交通や、搬入から搬出までの一貫した荷の流れを確保 
 

③ 多様なニーズへの対応 
 

  ・ 加工・パッケージ施設や荷捌場等の設置 
 

  ・ 転配送センターの設置 
 

④ 環境への配慮 
 

  ・ 環境負荷の低減、省エネ・省資源の実現 
 

⑤ 賑わいの創出などまちづくりへの貢献  
 

  ・ 千客万来施設の整備、魅力ある都市景観の形成 等 

資料２ 中央卸売市場提出資料 



 

◆ 荷捌き作業を低温で温度管理された施設内で実施 ⇒ 品質・衛生管理を強化 
 

◆ 卸、仲卸の売場の近くに荷捌きスペースを配置 ⇒ 物流の円滑化、荷作業の効率化  
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施設内の物流動線のイメージ（水産物） 
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時間帯別の想定車両数（７街区） 

◆ 平成２１年度に築地市場で実施した自動車登録申請時のアンケート調査結果による 

最大積載量 ２トン以上 最大積載量 ２トン未満 

＜参考＞  相対取引 ： ０時から      せり売り ： ４時３０分から 
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ピーク時間帯の車両について（７街区） 

ピーク時間帯の運用方法について、市場業者と協議する必要がある 
 

 ・ 対応策 ① ： 屋根がある待機駐車場を積込場へ変更 （３階、４階の一部 ⇒ ８４台分確保） 
 ・ 対応策 ② ： 車両誘導システムによる平準化 
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【参考】 ７街区 ３階、４階の駐車スペース 

３階 ４階 

※ オレンジ色の箇所 ※ オレンジ色の箇所 
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時間帯別の想定車両数（６街区） 

◆ 平成２１年度に築地市場で実施した自動車登録申請時のアンケート調査結果による 

最大積載量 ２トン以上 最大積載量 ２トン未満 

＜参考＞  相対取引 ： ０時から      せり売り ： ４時３０分から 
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ピーク時間帯の車両について（６街区） 

全ての時間帯において、バース、積込場で作業が可能 
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時間帯別の想定車両数（５街区） 

◆ 平成２１年度に築地市場で実施した自動車登録申請時のアンケート調査結果による 

最大積載量 ２トン以上 最大積載量 ２トン未満 

＜参考＞  相対取引 ： ０時から      せり売り ： ６時３０分から 
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ピーク時間帯の車両について（５街区） 

全ての時間帯において、バース、積込場で作業が可能 
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実施計画 （平成１７年９月） 

基本計画 （平成１６年７月） 

６街区 １階 ： 水産卸売場 （大物、鮮魚、活魚 等） 
 

２階 ： 屋上緑化 

７街区 １階 ： 水産仲卸売場 
 

２階 ： 水産卸売場 （塩干） 
 

３階 ： 屋上駐車場 （小型） 

＜施設配置の変更理由＞ 
 

 ① 卸の機能を１つの街区に集約 
 

 ② 物流動線を考慮し、仲卸売場の上に、小口買出人用の駐車場を配置  
 

 ③ 基本計画時から、６街区は、晴海護岸沿いの景観ゾーンからの景観形成の 
   ため、建物の高さを極力抑え、屋上を緑化する計画であった 

７街区に水産卸機能、６街区に水産仲卸機能に配置を変更 

６街区 １階 ： 水産仲卸売場    ４階 ： 小口買出人積込場 

７街区 １階 ： 水産卸売場 （大物、鮮魚、活魚 等） 

 （課題） 水産・青果を買い回る買出人の方の利便性の確保 

３階 ： 水産卸売場 （塩干） 
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水産・青果の買い回りについて 

資料２ 中央卸売市場提出資料 



ターレ移動時間（想定） 
 ◆ ７街区３階→６街区４階まで（約９００ｍ）のターレ走行に要する時間（想定） 約７分    

  （ターレの走行速度を８㎞/ｈと仮定した場合） 

 

ただし、垂直移動に当たっては、荷物
用エレベータの活用により、時間短縮
が可能 

【参考】 荷物用エレベータの運転時間 
● 6街区1階→4階 約1分  5秒  
● 7街区1階→3階 約１分10秒 
※ 上記にはＳＥＶの呼び出し時間、連絡通路や売場からＳＥＶまでの 
   ターレ走行時間は含めていない。 

起点　→

1階

連絡通路

⑥（小口買出人積込場）

3階

3階

1階

約　370  ｍ

3階

4階 終点　←

　　　⑤ターレスロープ１④（仲卸売場）

（至　連絡通路）

6街区

③

6街区 連絡通路 ７街区 約　90　ｍ

②ターレスロープ

（至　連絡通路）

７街区 約　440  ｍ

３階 （卸売場）

① 走行ルート 走行距離 所要時間

7街区3階→7街区1階 約440ｍ 約3分20秒

連絡通路 約90ｍ 　約40秒

6街区1階→6街区4階 約370m 約2分50秒

合計 約900ｍ 約7分

※　ターレの走行速度は、8㎞/ｈで算定

【走行ルート】
①7街区3階卸売場（起点）　→　②7街区ターレスロープ　→　③連絡通路１　→　④6街区1階仲卸売場　→
⑤6街区ターレスロープ１　→　⑥6街区4階買出人積込場（終点）
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